
たくさんかわいがられてきたね   

 

 アメリカ合衆国の教育心理学者、ローゼンタールによる実験のお話です。 

 心理学の実験で、学生たちにネズミを使った迷路実験をさせるのに、ネズミを渡す時に

「これはよく訓練された利口な血筋のネズミ」「こっちはまったくのろまなネズミ」と言っ

て、学生に渡しました。本当は、両方とも全く同じネズミなのですが、前者のネズミを渡

された学生たちは、ネズミを丁寧に扱い、後者のネズミを渡された学生たちは、非常にぞ

んざいに扱ったのです。その結果、二つのグループでの実験結果に少なからず差異が見ら

れました。両者のネズミへの期待感の違いが、実験結果に反映されたものだろうと、ロー

ゼンタール先生は言っています。１９６３年頃のお話です。 

 また、１９６４年に、サンフランシスコの小学校で、こんな実験が行われました。普通

の知能テストを行い、担任には、この子達は、今後成績が伸びてくる子達だ、と、別の名

簿を作って見せました。全くの無作為抽出だったのですが、その名簿に名前の載った子達

は、確かに成績が向上していきました。その主な原因は、担任がその子達に期待のこもっ

た眼差しと態度で接したこととされています。様々な批判はありますが、この２つの、ネ

ズミと子ども達の実験には、とても教えられることがあります。 

 それは、大人が、子どもを丁寧に扱い、期待をこめた眼差しで見つめていけば、その子

はきっと、よい方に伸びていくのではないかということです。 

 「どうせできんわ」「この子はこんな子や」と、大人が子どもを決めつけて見てしまうと、

そこで子どもはストップしてしまいます。子どもを決めつけて見ない、決めつけて判断し

ない、というのは、私達保育士の合言葉になっています。今はできなくても、きっといつ

かはできる、いつか興味を持つ時がくると、あせらずに待てる親になりたいものですね。

また、全くそのことには興味がなくても、他のことにすばらしく集中することもきっとあ

ると思います。ですから親は、わが子の様々な可能性を探りつつ、わが子をじっと見てい

かなければいけないと思います。 

 ３月、保育園のホールから、お部屋から、年長組さんの歌声が聞こえてきます。お家の

方に、これまで慈しみ育てていただいた子ども達、私達が、かわいがり、時には叱り導き、

いとおしんで育ててきた子ども達とのお別れが近づいています。 

 素直に、精いっぱいに歌い、合奏し、心をこめて発表している１人１人が、実に輝いて

みえます。いつまでもこの美しい澄んだ瞳のままでいてほしい、「自分は生まれてきてよか

った」「みんなが私のことを応援してくれている」と、ずっと信じて大きくなってほしい、

そう願っています。みんなにいっぱいかわいがられてきたこと、忘れないでね。 

 

 


